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『
古
今
和
歌
集
』
と
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
嗅
覚
表
現
の
表
現
構
造 

―

四
季
部
に
お
け
る
視
覚
と
の
対
応
を
中
心
と
し
て―

 
 

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学 

博
士
前
期
課
程
１
年 

S
E
O 

Y
E-

E
U
N 

 

一一
、、
はは
じじ
めめ
にに  

『
古
今
和
歌
集
』（
九
〇
五
年
成
立
）
と
『
新
古
今
和
歌
集
』（
一
二
〇
五
年1

成
立
）
は
多
く
の
勅
撰

和
歌
集2

の
中
で
も
特
に
重
要
に
扱
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
。『
古
今
集
』
は
初
め
て
の
勅
撰
集
で
、
後
の

平
安
時
代
及
び
そ
れ
以
降
の
和
歌
の
詠
作
の
規
範
と
な
っ
て
重
視
さ
れ
た
。
『
新
古
今
集
』
は
『
古
今

集
』
の
古
典
的
な
歌
風
を
継
承
し
つ
つ
、
院
政
後
期
の
美
意
識
で
あ
る
幽
玄
と
艶
を
幻
想
的
・
技
巧
的

な
歌
風
で
詠
じ
た
歌
集
と
し
て
名
高
い
。
そ
の
中
で
も
四
季
部
は
両
歌
集
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、

特
に
「
花
の
香
」
は
季
節
や
景
物
と
共
に
詠
ま
れ
た
重
要
な
題
材
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
嗅
覚
表
現

に
関
わ
る
研
究
も
多
く
行
わ
れ
た
。3

し
か
し
、
従
来
の
嗅
覚
表
現
の
研
究
は
見
立
て
や
比
喩
な
ど
の

表
現
技
巧
の
面
で
論
じ
た
も
の
が
多
く
、
嗅
覚
表
現
の
詠
ま
れ
方
、
言
い
換
え
れ
ば
表
現
構
造
の
観
点

か
ら
比
較
分
析
し
た
研
究
は
少
な
い
。 

『
古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
中
で
も
嗅
覚
表
現
が
一
番
多
く
詠
ま
れ
た
四
季
部
で
、
嗅
覚
表
現

が
使
用
さ
れ
た
和
歌
（
以
下
「
嗅
覚
表
現
の
和
歌
」
と
称
す
る
）
を
対
象
と
し
、
両
歌
集
で
の
嗅
覚
表

現
の
使
用
傾
向
と
、
視
覚
と
の
対
応
を
中
心
と
し
た
表
現
構
造
を
分
析
す
る
。
本
発
表
で
は
『
古
今
集
』

の
時
代
以
降
、
す
で
に
「
香
」
の
代
表
的
な
詠
ま
れ
方
と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
袖
の
香
」・

「
移
り
香
」
で
は
な
く
、
『
古
今
集
』
で
よ
く
み
ら
れ
る
「
嗅
覚
と
視
覚
的
な
要
素
が
対
応
し
て
嗅
覚

を
強
調
す
る
構
造
」（
以
下
、
発
表
者
は
「
嗅
覚―

視
覚
の
対
応
構
造
」4

と
称
す
る
）
を
中
心
に
、『
古

今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
を
分
析
・
比
較
す
る
。 

本
発
表
で
は
「
嗅
覚―

視
覚
の
対
応
構
造
」
を
中
心
と
し
て
『
古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
四
季

部
で
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
を
検
討
し
、
視
覚
と
関
わ
り
の
あ
る
用
例
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 

  

二二
、、
和和
歌歌
にに
おお
けけ
るる
「「
香香
」」  

 

嗅
覚
表
現
は
『
古
今
集
』
の
春
の
部
で
特
に
重
要
に
扱
わ
れ
た
感
覚
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
安
時
代

の
貴
族
の
「
香
」
に
対
す
る
意
識
と
、
「
薫
物
」
に
関
わ
る
固
有
の
文
化
に
基
づ
い
て
い
る
。
平
安
時

 
1 

第
一
類
の
竟
宴
本
の
成
立
、
精
選
歌
の
部
類
時
代
を
基
準
と
す
る
（
一
二
○
四
年
～
一
二
○
五
年
） 

2 

天
皇
の
命
令
に
よ
り
公
的
に
編
纂
さ
れ
た
和
歌
集
を
称
す
る
。 

3 

代
表
的
な
研
究
に
、
三
木
雅
博
「<

香>

と
視
覚―

古
今
集
前
夜
に
お
け
る
詩
と
歌
の
交
感―

」（『
文
学
』
５
、
二
○
○

四
）、
宇
佐
美
喜
三
八
「
梅
が
香―

古
今
集
の
梅
花
の
歌
に
関
し
て―

」
（『
語
文
』
２
４
，
一
九
六
一
年
）
、
上
野
理
「
花
と

香
と
歌―

古
今
集
論
考
説―

」（『
文
芸
と
批
評
』
１
，
一
九
六
三
年
）
を
あ
げ
ら
れ
る
。  

4 

【
対
応
】：
あ
る
一
つ
の
物
事
が
、
他
の
種
類
、
範
疇
の
物
事
に
対
し
て
、
対
立
、
上
位
・
下
位
、
併
列
な
ど
の
関
係
に

あ
る
こ
と
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
） 
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代
の
貴
族
に
は
「
薫
物
」
を
着
物
に
焚
き
染
め
る
文
化
が
あ
っ
た
。
袖
か
ら
匂
う
薫
香
は
、
そ
の
人
の

個
性
と
気
品
を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
薫
物
」
の
文
化
に
よ
り
、
「
袖
の
香
」
は
必

然
的
に
和
歌
の
重
要
な
題
材
と
な
っ
た
。
「
花
の
香
」
が
懐
か
し
い
人
の
「
袖
の
香
」
を
思
い
出
さ
せ

る
内
容
と
、
花
や
他
の
人
の
袖
か
ら
自
分
の
袖
や
衣
に
香
が
移
さ
れ
た
と
い
う
「
移
り
香
」
の
内
容
は

『
古
今
集
』
の
時
代
に
は
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、『
新
古
今
集
』
で
の
用
例
は
一
九
首
の
中
九
首
で
、

凡
そ
半
分
を
占
め
る
。
特
に
春
の
「
花
の
香
」
と
い
え
ば
「
梅
の
香
」
が
代
表
的
で
あ
り
、「
梅
の
香
」

に
関
わ
る
「
袖
の
香
」
・
「
移
り
香
」
と
し
て
有
名
な
歌
に
『
古
今
集
』
の
三
二
番
歌5

が
あ
る
。 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 

 

（
古
今
・
春
歌
上
・
三
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

折
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
花
有
り
と
や
こ
こ
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く 

（
訳
）
：
花
を
折
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
袖
に
匂
い
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
花
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
梅
の
花
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
思
っ
て
、
鶯
が
鳴
き
に
く
る
よ
。 

「
梅
」
に
「
袖
」
が
触
れ
た
も
の
で
、
「
梅
」
か
ら
「
袖
」
に
香
り
が
移
っ
た
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
。
上
記
の
よ
う
な
、「
香
」
の
【
「
袖
」→

「
花
」
】・【「
花
」→

「
袖
」
】
の
移
動
が
表
し
て
い
る
構
造

は
『
古
今
集
』
の
代
表
的
な
表
現
構
造
で
あ
り
、
『
新
古
今
集
』
に
至
っ
て
は
す
で
に
嗅
覚
の
詠
ま
れ

方
と
し
て
定
着
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。 

上
記
の
「
袖
の
香
」・「
移
り
香
」
以
外
、
視
覚
的
な
要
素
と
嗅
覚
的
な
要
素
が
関
わ
る
構
造
も
特
徴

的
で
あ
る
。
歌
の
主
な
題
材
と
な
る
景
物
の
嗅
覚
、
視
覚
的
な
特
性
に
基
づ
い
て
、
景
物
に
対
す
る
嗅

覚
と
視
覚
的
な
面
を
比
較
・
対
照
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
『
古
今
集
』
の
四
季
部
で
の

嗅
覚
表
現
の
使
用
傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
を
よ
り
詳

細
に
分
析
し
、
『
新
古
今
集
』
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

三三
、、
『『
古古
今今
集集
』』
とと
『『
新新
古古
今今
集集
』』
でで
のの
嗅嗅
覚覚
表表
現現
のの
使使
用用
傾傾
向向  

『
古
今
集
』
の
四
季
部
に
お
け
る
嗅
覚
表
現
の
和
歌
は
全
二
六
首
で
、
そ
の
中
「
か
（
香
）
」
の
用

例
が
二
○
首
で
一
番
多
く
、「
に
ほ
ひ
・
に
ほ
ふ
（
活
用
形
を
含
む
）」
の
用
例
が
九
首
で
二
番
目
に
多

く
使
わ
れ
た
。6

『
新
古
今
集
』
の
四
季
部
で
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
は
全
一
九
首
で
、『
古
今
集
』
と
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
嗅
覚
表
現
は
一
二
首
の
「
か
（
香
）
」
で
あ
り
、「
に
ほ

ひ
・
に
ほ
ふ
」
の
用
例
が
二
番
目
に
多
く
、
一
○
首
確
認
で
き
る
。 

 

『
古
今
集
』
で
「
か
（
香
）」
と
「
に
ほ
ひ
・
に
ほ
ふ
」
が
一
首
の
中
で
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
用
例
は

四
首
（
四
二
、
二
四
○
、
二
四
一
、
三
三
五
番
歌
）
で
、『
新
古
今
集
』
で
は
三
首
（
四
三
、
二
四
五
、

二
四
六
番
歌
）
み
ら
れ
る
。
上
記
の
表
現
以
外
で
は
「
か
を
る
」
・
「
か
ぐ
（
嗅
ぐ
）
」
・「
い
ろ
か
（
色

香
）
」
が
あ
る
。 

 
5 

和
歌
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学w

e
b

図
書
館
）、（
訳
）
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
か

ら
引
用
し
た
。 

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
場
合
は
切
出
し
歌
（
後
に
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
歌
）
も
含
め
て
分
析
し
、
今
回
の
論
考

で
は
「
本
歌
取
り
」
に
お
け
る
影
響
は
後
の
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。 

6 

一
首
で
二
つ
以
上
の
表
現
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
表
現
ご
と
に
別
々
に
扱
っ
て
数
え
た
。（「
香
」
と
「
に
ほ
ふ
」
が
両

方
使
用
さ
れ
た
歌
は
、
表
現
ご
と
一
回
ず
つ
、
総
二
回
重
複
に
数
え
る
。） 
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「
か
（
香
）
」
は
花
、
特
に
「
梅
」
と
一
緒
に
詠
ま
れ
る
用
例
の
大
部
分
を
占
め
て
い
て
、『
古
今
集
』

の
春
歌
の
用
例
一
九
首
か
ら
四
首
（
花
一
首
、
桜
一
首
、
山
吹
の
花
二
首
）
を
除
外
す
る
と
、
残
り
の

一
四
首
す
べ
て
が
「
梅
の
香
」
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
『
新
古
今
集
』
の
春
の
部
立
て
で
も
、
種
類
を

特
定
で
き
な
い
「
花
」
四
首
を
除
け
ば
、
全
一
一
首
の
中
、
七
首
が
「
梅
の
香
」
の
用
例
で
あ
る
。 

『
古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
四
季
部
で
の
嗅
覚
表
現
の
使
用
語
や
使
用
数
を
検
討
し
た
結
果
、

嗅
覚
表
現
の
和
歌
の
用
例
数
や
、
嗅
覚
を
表
す
歌
こ
と
ば
の
使
用
傾
向
に
は
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
表
現
構
造
に
も
類
似
性
が
み
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
視
覚
と
の
対
応
が
目
立
つ
用
例
を

中
心
と
し
て
『
古
今
集
』
と
『
新
古
今
集
』
の
四
季
部
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
の
構
造
を
分
析
し
て
み
る
。 

 

四四
、、
「「
嗅嗅
覚覚――

視視
覚覚
のの
対対
応応
構構
造造
」」  

「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
は
二
章
で
説
明
し
た
「
袖
の
香
」
・
「
移
り
香
」
と
共
に
、
『
古
今
集
』

の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
の
用
例
と
し
て
非
常
に
特
徴
的
な
表
現
構
造
で
あ
る
。 

最
初
に
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
を
明
確
に
説
明
す
る
。
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
と
は
、
和

歌
の
中
で
視
覚
的
な
状
況
や
要
素
と
嗅
覚
的
な
特
性
を
対
応
さ
せ
る
構
造
で
あ
る
。
視
覚
と
の
対
比

点
・
類
似
性
（
特
に
色
）
・
特
別
な
視
覚
的
な
状
況
（
見
え
な
い
状
態
）
等
を
先
に
提
示
し
、
嗅
覚
的

な
特
性
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
嗅
覚
（
香
）
を
強
調
す
る
構
造
で
あ
る
。「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」

の
重
要
な
特
徴
は
「
視
覚
の
要
素
と
直
接
対
応
す
る
嗅
覚
」
と
「
嗅
覚
の
強
調
」
で
あ
る
。
上
記
の
点

が
視
覚
的
な
要
素
と
嗅
覚
表
現
が
単
純
に
羅
列
さ
れ
て
い
る
構
造
と
は
区
別
で
き
る
点
で
あ
る
。 

「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
目
は
景
物
の
視
覚
的
な
類
似
性

に
基
づ
く
場
合
で
、（（
アア
））
視視
覚覚
的的
なな
類類
似似
性性
にに
よよ
るる
識識
別別
不不
可可
能能
性性
をを
呈呈
しし
、、
嗅嗅
覚覚
的的
なな
特特
性性
をを
識識
別別

のの
手手
がが
かか
りり
とと
しし
てて
提提
示示
すす
るる
ここ
とと
でで
嗅嗅
覚覚
をを
強強
調調
すす
るる
構構
造造
（（
視視
覚覚
的的
なな
類類
似似
性性
））
で
あ
る
。
二
つ

目
は
、
周
り
が
暗
く
て
景
物
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
嗅
覚
（
香
）
を
通
じ
て
景
物
を
探
せ
る
場

合
の
、
（（
イイ
））
視視
覚覚
のの
遮遮
断断
にに
よよ
っっ
てて
嗅嗅
覚覚
がが
強強
調調
ささ
れれ
るる
構構
造造
（（
視視
覚覚
のの
排排
除除
）） 

で
あ
る
。 

以
下
は
、
詳
細
分
類
別
の
代
表
的
な
用
例
で
あ
る
。 

  

（（
アア
））
視視
覚覚
的的
なな
類類
似似
性性 

梅
花
に
ゆ
き
の
ふ
れ
る
を
よ
め
る   

（
古
今
・
冬
歌
・
三
三
五
・
小
野
た
か
む
ら
の
朝
臣
） 

花
の
色
は
雪
に
ま
じ
り
て
見
え
ず
と
も
か
を
だ
に
に
ほ
へ
人
の
し
る
べ
く 

（
訳
）
：
白
い
色
が
雪
と
混
じ
り
合
っ
て
花
が
見
え
な
く
て
も
、
せ
め
て
香
り
な
り
と
も
放
っ
て
く

れ
。
花
の
あ
る
こ
と
が
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
。 

（（
イイ
））
視視
覚覚
のの
排排
除除  

は
る
の
よ
梅
花
を
よ
め
る 

 
 

（
古
今
・
春
歌
上
・
四
一
・
み
つ
ね
）  

春
の
夜
の
やや
みみ
は
あ
や
な
し
梅
花
色
こ
そ
見
え
ね
か
や
は
か
く
る
る 

（
訳
）
：
春
の
夜
の
闇
は
理
屈
に
合
わ
ず
わ
け
が
分
ら
な
い
よ
。
暗
闇
に
咲
く
梅
の
花
は
た
し
か
に

そ
の
色
は
全
く
み
見
え
な
い
が
、
香
り
は
隠
し
よ
う
も
な
い
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
そ
の
あ
り
か
は

す
ぐ
分
か
る
よ
。 

代
の
貴
族
に
は
「
薫
物
」
を
着
物
に
焚
き
染
め
る
文
化
が
あ
っ
た
。
袖
か
ら
匂
う
薫
香
は
、
そ
の
人
の

個
性
と
気
品
を
表
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
薫
物
」
の
文
化
に
よ
り
、
「
袖
の
香
」
は
必

然
的
に
和
歌
の
重
要
な
題
材
と
な
っ
た
。
「
花
の
香
」
が
懐
か
し
い
人
の
「
袖
の
香
」
を
思
い
出
さ
せ

る
内
容
と
、
花
や
他
の
人
の
袖
か
ら
自
分
の
袖
や
衣
に
香
が
移
さ
れ
た
と
い
う
「
移
り
香
」
の
内
容
は

『
古
今
集
』
の
時
代
に
は
す
で
に
定
着
し
て
お
り
、『
新
古
今
集
』
で
の
用
例
は
一
九
首
の
中
九
首
で
、

凡
そ
半
分
を
占
め
る
。
特
に
春
の
「
花
の
香
」
と
い
え
ば
「
梅
の
香
」
が
代
表
的
で
あ
り
、「
梅
の
香
」

に
関
わ
る
「
袖
の
香
」
・
「
移
り
香
」
と
し
て
有
名
な
歌
に
『
古
今
集
』
の
三
二
番
歌5

が
あ
る
。 

題
し
ら
ず 

 
 

 
 
 

（
古
今
・
春
歌
上
・
三
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

折
り
つ
れ
ば
袖
こ
そ
に
ほ
へ
梅
花
有
り
と
や
こ
こ
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
く 

（
訳
）
：
花
を
折
っ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
袖
に
匂
い
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
花
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
梅
の
花
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
思
っ
て
、
鶯
が
鳴
き
に
く
る
よ
。 

「
梅
」
に
「
袖
」
が
触
れ
た
も
の
で
、
「
梅
」
か
ら
「
袖
」
に
香
り
が
移
っ
た
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
。
上
記
の
よ
う
な
、「
香
」
の
【
「
袖
」→

「
花
」
】・【「
花
」→

「
袖
」
】
の
移
動
が
表
し
て
い
る
構
造

は
『
古
今
集
』
の
代
表
的
な
表
現
構
造
で
あ
り
、
『
新
古
今
集
』
に
至
っ
て
は
す
で
に
嗅
覚
の
詠
ま
れ

方
と
し
て
定
着
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。 

上
記
の
「
袖
の
香
」・「
移
り
香
」
以
外
、
視
覚
的
な
要
素
と
嗅
覚
的
な
要
素
が
関
わ
る
構
造
も
特
徴

的
で
あ
る
。
歌
の
主
な
題
材
と
な
る
景
物
の
嗅
覚
、
視
覚
的
な
特
性
に
基
づ
い
て
、
景
物
に
対
す
る
嗅

覚
と
視
覚
的
な
面
を
比
較
・
対
照
さ
せ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
『
古
今
集
』
の
四
季
部
で
の

嗅
覚
表
現
の
使
用
傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
を
よ
り
詳

細
に
分
析
し
、
『
新
古
今
集
』
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

三三
、、
『『
古古
今今
集集
』』
とと
『『
新新
古古
今今
集集
』』
でで
のの
嗅嗅
覚覚
表表
現現
のの
使使
用用
傾傾
向向  

『
古
今
集
』
の
四
季
部
に
お
け
る
嗅
覚
表
現
の
和
歌
は
全
二
六
首
で
、
そ
の
中
「
か
（
香
）
」
の
用

例
が
二
○
首
で
一
番
多
く
、「
に
ほ
ひ
・
に
ほ
ふ
（
活
用
形
を
含
む
）」
の
用
例
が
九
首
で
二
番
目
に
多

く
使
わ
れ
た
。6

『
新
古
今
集
』
の
四
季
部
で
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
は
全
一
九
首
で
、『
古
今
集
』
と
同

じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
最
も
多
く
使
用
さ
れ
た
嗅
覚
表
現
は
一
二
首
の
「
か
（
香
）
」
で
あ
り
、「
に
ほ

ひ
・
に
ほ
ふ
」
の
用
例
が
二
番
目
に
多
く
、
一
○
首
確
認
で
き
る
。 

 

『
古
今
集
』
で
「
か
（
香
）」
と
「
に
ほ
ひ
・
に
ほ
ふ
」
が
一
首
の
中
で
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
用
例
は

四
首
（
四
二
、
二
四
○
、
二
四
一
、
三
三
五
番
歌
）
で
、『
新
古
今
集
』
で
は
三
首
（
四
三
、
二
四
五
、

二
四
六
番
歌
）
み
ら
れ
る
。
上
記
の
表
現
以
外
で
は
「
か
を
る
」
・
「
か
ぐ
（
嗅
ぐ
）
」
・「
い
ろ
か
（
色

香
）
」
が
あ
る
。 

 
5 

和
歌
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学w

e
b

図
書
館
）、（
訳
）
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
か

ら
引
用
し
た
。 

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
場
合
は
切
出
し
歌
（
後
に
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
歌
）
も
含
め
て
分
析
し
、
今
回
の
論
考

で
は
「
本
歌
取
り
」
に
お
け
る
影
響
は
後
の
課
題
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
。 

6 

一
首
で
二
つ
以
上
の
表
現
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
表
現
ご
と
に
別
々
に
扱
っ
て
数
え
た
。（「
香
」
と
「
に
ほ
ふ
」
が
両

方
使
用
さ
れ
た
歌
は
、
表
現
ご
と
一
回
ず
つ
、
総
二
回
重
複
に
数
え
る
。） 
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「
白
い
色
」
と
い
う
梅
と
雪
の
視
覚
的
な
類
似
性
と
、
「
梅
の
香
」
と
い
う
嗅
覚
的
な
特
徴
と
対
応

さ
せ
る
用
例
や
、
「
闇
」
・
「
月
」
等
に
お
け
る
特
定
の
視
覚
的
な
状
況
と
「
香
」
と
い
う
嗅
覚
的
な
性

質
を
対
応
さ
せ
る
表
現
構
造
は
、
ど
ち
ら
も
香
ば
し
い
「
香
」
を
強
調
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
。 

『
新
古
今
集
』
で
は
嗅
覚
表
現
と
視
覚
的
な
要
素
と
の
関
わ
り
の
あ
る
用
例
五
首
の
中
、
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
の
用
例
は
六
八
四
番
の
一
首
し
か
存
在
し
な
い
。 

千
五
百
番
歌
合
に 

 
 

 
 

（
新
古
今
・
冬
歌
・
六
八
四
・
右
衛
門
督
通
具
） 

く
さ
も
木
も
ふ
り
ま
が
へ
た
る
雪
も
よ
に
春
ま
つ
梅
の
花
の
か
ぞ
す
る 

（
訳
）
：
草
も
木
も
見
分
け
に
く
い
よ
う
に
し
て
雪
の
降
る
中
に
、
春
を
待
っ
て
咲
く
梅
の
花
の
香
が

漂
う
こ
と
だ
。 

他
の
四
首
（
四
○
、
四
四
、
四
五
、
四
六
番
）
は
「
月
」
や
「
影
」
が
「
梅
」
と
一
緒
に
詠
ま
れ
た

と
い
う
共
通
点
は
あ
る
が
、
視
覚
と
の
関
係
性
を
中
心
に
構
造
上
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。 

 

五五
、、
『『
古古
今今
集集
』』
とと
『『
新新
古古
今今
集集
』』
のの
「「
嗅嗅
覚覚――

視視
覚覚
対対
応応
構構
造造
」」
比比
較較  

『
古
今
集
』
で
は
、
視
覚
的
に
区
別
で
き
な
い
状
態
を
想
定
し
「
香
」
で
区
別
し
て
「
香
」
を
強
調
・

賛
美
す
る
形
の
（
ア
）
と
（
イ
）
の
構
造
が
過
半
数
を
占
め
る
も
の
の
、『
新
古
今
集
』
で
は
（
ア
）
の

用
例
だ
け
一
首
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
新
古
今
集
』
で
は
、
視
覚
と
関
り
の
あ
る
用
例
五
首
の
中
「
嗅

覚―

視
覚
対
応
構
造
」
の
歌
は
六
八
四
番
の
一
例
し
か
な
い
。 

ま
と
め
る
と
、
『
新
古
今
集
』
で
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
の
用
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
一
九

首
の
中
一
首
だ
け
で
、『
古
今
集
』
の
用
例
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
。
従
っ
て
、「
嗅
覚―

視
覚
対

応
構
造
」
は
『
古
今
集
』
の
特
徴
的
な
表
現
構
造
で
あ
り
、
嗅
覚
表
現
の
和
歌
の
詠
ま
れ
方
と
し
て
定

着
せ
ず
、
『
新
古
今
集
』
ま
で
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

六六
、、
おお
わわ
りり
にに  

本
発
表
で
は
『
古
今
和
歌
集
』
と
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
四
季
部
に
お
け
る
嗅
覚
表
現
の
使
用
傾
向

を
検
討
し
た
う
え
で
、
視
覚
的
な
要
素
と
の
対
応
関
係
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
嗅
覚
表
現
の
使
用
傾

向
と
し
て
は
両
歌
集
と
も
「
か
（
香
）」
の
用
例
が
一
番
多
く
、
次
は
「
に
ほ
ひ
・
に
ほ
ふ
」
の
用
例
で

あ
っ
て
、
使
わ
れ
た
表
現
の
種
類
や
嗅
覚
表
現
の
数
自
体
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
な
か
っ
た
。 

『
古
今
集
』
の
嗅
覚
表
現
の
和
歌
で
は
「
表
現
の
方
法
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
「
表
現
構
造
」

に
あ
る
程
度
類
似
性
が
あ
っ
て
、
表
現
構
造
上
の
特
徴
が
明
確
で
あ
っ
た
。
特
に
、
『
古
今
集
』
で
は

視
覚
的
な
特
性
を
先
に
提
示
し
、
嗅
覚
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
嗅
覚
を
強
調
す
る
「
嗅
覚―

視
覚
対
応

構
造
」
が
目
立
っ
た
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、『
新
古
今
集
』
で
は
「
袖
の
香
」・「
移
り
香
」
と
六
八
四

番
以
外
、
表
現
構
造
の
面
で
類
似
性
を
み
せ
る
用
例
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
新
古
今
集
』
で
は
「
嗅

覚―

視
覚
対
応
構
造
」
の
用
例
が
一
首
し
か
な
く
、
「
嗅
覚―

視
覚
対
応
構
造
」
は
『
新
古
今
集
』
で

嗅
覚
表
現
の
典
型
的
な
詠
ま
れ
方
と
し
て
定
着
、
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。 
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